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通信キャリアでは世界最大規模の研究所を有する
（３総合研究所14研究所 研究要員：約2300名）

シリコンバレー

品川

大手町

武蔵野

厚木

筑波

京阪奈

サービス系R&D
▐サービスイノベーション総合研究所

ネットワーク系R&D
▐情報ネットワーク総合研究所

基礎・先端系R&D
▐先端技術総合研究所

海外拠点
▐NTT Research Inc.
2019年設立

▐知的財産センタ
▐研究企画部門

NTT研究所について
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生産

その他
グループ

会社

NTT研究所NTTグループ会社

象徴的パートナー

ＪＡ・
生産法人

肥料・農薬・
種苗事業者

畜産・水産・
林業事業者

農機・ドローン
メーカー

流通

販売

消費・食

NTTの重点取組分野と社内外連携

６つの重点分野（NTTスマートワールド）

NTTグループ
30社が連携

オープンコラボレーション
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http://www.ntt-east.co.jp/


NTTグループの食農分野の取り組み

農業生産に加え、流通・販売・消費・食までの領域をパートナーと連携し取組中

生産・加工 流通・販売 消費・食

自動化・省力化

高度施設園芸 気象・地図畜産・水産

食文化継承・
食と健康のWell-being

パ
ー
ト
ナ
ー

トレーサビリティ

農作物流通DX

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
主
な
取
り
組
み

バイオ・遺伝子

環境消費・食流通・販売生 産

残渣堆肥化

バイオマス発電

有機野菜・食材宅配
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http://www.salad-bowl.jp/index.html#p1
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NTTグループの主な食農ソリューション・技術

生産から流通、販売、食まで２０を超えるソリューション、技術をラインナップ

出展：NTT技術ジャーナル
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出所：農林水産省 食料自給率に関する統計（Ｒ2年度）

(kg)

▲60kg

➢ 昭和40年のピーク時と比較して、現在は半分以下にまで減少

米の年間一人当たりの消費量の推移

112kg

50.7kg
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➢ 需要に比べ、供給の減少が著しい

お米の需要と供給

y＝-12.029x＋1010.9

y＝-9.0455x＋942.81

※農林水産省「米に関するマンスリーレポート令和4年8月
号」※水稲の収穫量（主食用）（「作物統計」農林水産省大臣官房統計部）

（万ｔ）
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折れ線グラフだと凸凹があるので、
回帰直線を引いてみると

主要食米の需要と供給

需要

供給

➢ 2019年から自給自足できない状態に。今在庫でしのいでいる。
➢ 毎年３万ｔづつ需給ギャップが拡大。あと数年で米が足りなくなります。
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➢ 就労人口は1/3以下に。65歳以上が全体の70％にまで及ぶ状況

農業就労人口(基幹的農業従事者)の推移
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出所：農林水産省 農業労働力に関する統計（Ｒ3年

度）

(万人)

414万人

▲290万人
平均年齢は

68歳

123万人
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➢ 1990年と比較し、２倍に拡大

耕作放棄地の推移
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出所：農林水産省 「荒廃農地の発生・解消状況に関する調査」 、「農林業
センサス」

(万ha)

＋20万ha

農業・生産者を取り巻く環境は厳しく、
このままでは、国内で米・野菜が食べられない状況に

陥ってしまうかもしれない…

※2015年まで

42.3万ha

21.7万ha
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➢ 1960年の食料自給率は80%あったが、現在は半分以下にまで減少

諸外国と日本の食料自給率

出所：農林水産省 諸外国・地域の食料自給率等（R3年
度）

1960年
は
80%
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➢ 穀物は、ほぼ全てを輸入に頼っている

日本における穀物の輸入状況

小麦
とうもろこし(飼料

用)
大豆

国内消費

647万ｔ

<国産>

95万ｔ

<輸入>
552万t

国内消費

336万t

<輸入>
314万t

<国産>

22万t

国内消費

1,537万ｔ

<輸入>
1,537万t

<国産>
0万t

【農林水産省】令和２年度我が国における穀物等の輸入の現状 (2022年1月)
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➢ 輸入に頼っていないのは、「米」と「野菜」のみ

日本における品目別の食料自給率

出所：農林水産省 日本の食料自給率（R3年度）
食料自給率の推移・総合食料自給率

米 98％

野菜 79％

魚類 57％
果物 39％
乳製品 27％
肉類 8％

国内で生産可能

輸入に頼ってい
る

米と野菜は国内での生産が可能であることから、
安定して生産・供給できるものは、守っていかなければならない
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市場流通の課題

大阪市場

大田市場

余った場合は
転送■卸、仲卸業者の課題

・農作物が余った場合は、他市場への転送
⇒ ドライバー不足※により他市場へ転送できない場合あり
⇒ 転送コストor廃棄コストの負担

・地方市場は物が集まらない

②情報が共有されていないために発生する、生産者に不利な取引と非効率な物流

⇒生産者は、価格が決まらないまま、大市場へとりあえず出荷※ ※全量荷受け制度

※ Amazon/楽天などの個配により、長距離ドライバーが不足
ホワイト物流促進/働き方改革で長距離輸送が困難■生産者の課題

・農作物が多く集まりすぎた場合は、取引価格が低下

①アナログ取引と情報の分断

JA

電話/FAXでの注文

・取引の紙管理
・手形決済

卸 仲卸/小売

一気通貫で情報が流通されていないため、非効率（高コスト構造等）

16



市場に集まる農産物の需給情報などを最先端のデジタル技術で
予測/分析することにより、最適化された農産物流通をめざす

アフターコロナを見据え、極力人・モノを動かさない農作物流通の実現

現実世界
（リアル）

仮想世界
（サイバー）

仮想市場

福岡市場
大田市場大阪市場 仙台市場

札幌市場

NTTスマートフードチェーンPF(情報流)

農産物流通DX

効果

■取組み内容

・流通データ可視化

・物流効率化を考慮した
最適需給マッチング

・最適化された物流ルート

・加工が集約できる
物流拠点の整備

（カット、包装拠点）
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・物流が効率化された農産物流通の実現
（転送コスト削減/鮮度維持）

・物が集まりにくい地方市場の農産物確保

・一元的な加工所での効率的な作業が可能

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://www.silhouette-illust.com/wp-content/uploads/2019/08/shop_super-market_44390-300x300.jpg&imgrefurl=https://www.silhouette-illust.com/illust/44390&docid=ZaIa4yl3yZ-eqM&tbnid=sP6CkbLFJm2nxM:&vet=10ahUKEwiDkdy2lbXmAhVTNKYKHTVzD_QQMwhDKAAwAA..i&w=300&h=300&bih=655&biw=1280&q=%E3%82%B9%E3%83%BC%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%B1%E3%83%83%E3%83%88%20%E3%82%B7%E3%83%AB%E3%82%A8%E3%83%83%E3%83%88&ved=0ahUKEwiDkdy2lbXmAhVTNKYKHTVzD_QQMwhDKAAwAA&iact=mrc&uact=8


➢ 農産物は単価が低く、相対的に物流費率が高い
➢ 積み下ろし時に鮮度低下をまねき、「動かさない」事が価値に

そのうち、物流費は…

物流費:35円

（約22％）

【キャベツ価格】156円/1玉の場合

生産者利益

生産者経費

集出荷団体経費

卸売経費

仲卸経費

小売経費 37円（24％）

17円（11％）

8円（ 5％）

26円（17％）

29円（19％）

38円（24％）

6円

5円

24円

出所：農林水産省 「 生産者に有利な流通・加工構造の確立に向けて」 平成28年9月
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【参考】 農作物の物流費用
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仮想市場のイメージ

産地

産地

産地

東京卸

小売

小売

小売

産地

産地

産地

小売

小売

小売

産地 地方卸
小売

小売

大阪卸

卸卸 卸

卸卸 卸

各々の市場が個別流通 複数市場が連携し流通

産地 産地 産地

産地 産地 産地

小売 小売 小売

小売 小売 小売

仮想市場

【現状】 【めざす姿】

情報連携
無し

情報連携
無し

出荷前の
流通情報を
卸間で共有

2022年度
実証予定

出荷前の需給情報を卸間で共有
することにより、需給のアンバランス
を解消。物流も最適化

卸間で情報連携がないため、大市場
では物が余ったり、地方市場には物
が集まらない等の需給のアンバランス
が発生し転送等の無駄が発生
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仮想市場を支える配送コストを考慮した需給マッチング

・産地や小売の出荷前の需要情報をベースとした、需給マッチング（分荷）技術を開発中

・分荷ロジックは産地・市場・販売拠点間の配送コストを考慮

・産地、品目、等階級など多くの属性で分類される商品情報を複数市場間で共有し、需給をマッチング

・需給マッチングする際には農作物特有の条件に基づく配送コストを考慮

⇒考慮するべき条件の例
産地間距離、市場間距離、積載率、積合可能な品目、配送が許容される時間

産

地

産

地

市

場

市

場

小

売

仮想市場

システム

需給マッチング

配送

リソース手配

仮想市場

システム

需給マッチング

最適化された

配送計画作成

2週間前

事前需要

事前供給

確度低

確度低

需要の登録

供給の登録

発送

2日前～1日前 販売日

確度高

確度高

卸営業
or

小売

卸営業
Or

生産者

卸営業
or

小売

卸営業
Or

生産者

小

売

小

売小

売



供給予定情報
自動マッチング

（物流効率化を考慮）
需要予定情報

NTTスマートフードチェーンＰＦ（仮想市場）

各プレーヤーへの価値

取引データ蓄積

輸送効率化によるCO2排出の削減、廃棄ロス削減による環境問題に寄与

・安定した供給先の確保

・トラック積載率向上
（輸送費減、温室効果ガス

排出削減）

・需要に応じた生産
（収入増、フードロス削減）

・売買に関わる作業削減
（需給予定情報から自動

マッチング）

・ 無駄の無い人員配置
（カミサリーセンタ）

・物が集まりにくい地方市場
の農産物確保

・生産情報を元にした販売計画

・農産物を新鮮な状態で入手

生産者（JA様） 卸 小売/消費者
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Phase１

・大阪での実証
・情報流通基盤開発

Phase２

・広域化実証（東京等）
・物流を考慮した需給

マッチング技術開発

Phase３

2021

2022～

2024～

・国内展開
・グローバル展開

※2025以降を想定

実証実験

取組みSTEP
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Digital Twin Computing for Agri

将来的には、気象情報等を活用することで、需給情報を予測し農作
物流通全体をシュミレーションすることをめざす

生産の

変動要素

流通の

変動要素

農作物

流通予測

小売の

変動要素

消費の

変動要素
×= × ×

気象情報

(日射量、

積算温度、

降水量等)

・産地と市場の距離
・市場間の価格差
・取引量の差

・需要
・消費志向の変動
・気候/イベント
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